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はじめに

　食生活や生活様式の欧米化による成人病の急増にともない，健康への関心が年々高まる傾向

にあり，個人レベルにおいても健康維持・増進にかかわる様々な試みが行われている。しかし

20歳前後の若い女性においては，無理なダイエットによる心身への悪影響が問題視されており，

一般に臨床生理・生化学的な基礎知識に裏づけられたHealth　Controlが行われることは少ない

のが現状である。

　複雑な構造と機能を持つ人体の健康を長期にわたり維持するためには，正確で豊富な知識を

修得するとともに，ライフステージを踏まえた若年時からの自己の身体データを継続的に確保

しておくことが必要不可欠な要因となる。幸い本学家政学科の学生は，その教育課程において

健康教育分野に関する授業科目が幅広く開設されており，体系化された理論面における基礎知

識は充足されていると考えられる。しかしながらカリキュラムを運用する上での時間的制約や

経済的な条件により，学生個人について身体データの不足は否めない。

　筆者等は本研究シリーズにおいて継続的に本学女子学生の単年度スポット検査を実施し，

様々な知見を得てきた。今回はさらにより正確なデータの収集を目指し，ランダム抽出した外

見上健康とみなされる学生群を対象として，2年間にわたり各被検者について経年的検査を

行った。体液としての血液および，体液の動向に密接に関連する尿成分の検査を実施すること

により，生理・生化学的手段による身体情報についてデータの分析を行い，その健康状態を把

握することを目的としたのである。あわせて，得られた情報を個人に還元するとともに適切な

保健上の助言指導を行い，各自の将来にわたる健康管理の実践に有為な資料と手段を提供する

ことを意図した。以下に検査結果の概要を報告する。本研究シリーズにおける副次的な目的で

もある本学一般学生への健康科学情報提供の観点から，できるかぎり平易な解説を心がけると
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ともに，前報にひきつづき主な検査項目についての臨床的意義等を付した。

1．検査対象

　本学家政学科の平成7年度入学生（141名）を対象に，希望者を募り抽選により40名を無作

為抽出し，平成7年5月30日（第1回）と平成8年11月6日（第2回）に検査を実施した。

2．検体の調製，試薬および測定方法

（1）採血方法

　①食後5時間を経過した被検者の静脈よりテルモ肛真空採血管（EDTA－2K）を用いて2　me

　　　採血し，血球成分の測定検体とした。

　②別に，抗凝固剤を含まない同種採血管を用いて3m蘇血した後，25℃にて30分間静置の

　　　うえ，2000G，5分間遠心分離後の血清を下記（4）一一（6）の測定検体とした。

（2）血球成分および関連項目の測定

　血球成分の測定については，すべて東亜医用電子製Sysmex　K－2000型多項目自動血球計数

装置および専用測定試薬を使用した。なお，フェリチンについては被検者全員を対象として，

外部の臨床検査施設（三菱油化BCL　Co．　Ltd．）へ分析を依頼した。

（3）血液像観察標本の作製および検鏡

　血液像観察のため常法に準じて静脈血塗沫標本を作製し，Giemsa法により染色を行った。

血球像の鏡検は，オリンパス光学製生物顕微鏡（10×40）を使用した。

（4）肝機能および腎機能検査

　上記血清を用い，日立7150型自動分析装置および自動分析装置専用試薬（和光純薬工業Co．

Ltd．）により，測定を行った。

（5）HBs抗原検査

　HBs抗原検出用キット「クイックチェイサーHBs－Ag」（ミズホメディCo．　Ltd．）による用

手法測定を行った。

（6）風疹抗体価の検査

　風疹ウイルスHI試験用キットR－HI「生研」（デンカ生研Inc．）による用手法測定を行った。
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（7）採尿および尿検査

①第1時限の授業直前に中間尿を採取し，採尿後30分以内に検査を実施した。

　②スクリーニング検査は「ウロヘマコンビスティックス」（バイエル・三共Co．　Ltd．）に

　　　より，用手法測定を行った。

③尿沈渣の鏡検は常法に準じて500G，5分間遠心分離後の新鮮尿沈渣を，弱拡大（10×10

　　　倍）および強拡大（10×40倍）により精検した。撮影はオリンパス光学製生物顕微鏡撮

　　　影装置を使用した。

3．検査項目

（1）血球成分の動向に関する検査

　女子学生に潜在的に多いとされる鉄欠乏性貧血をはじめ，栄養状態，疾病等により体内環境

の変化を反映してヒトの血球成分は鋭敏に変化することが知られている。本稿においては白血

球（WBC），赤血球（RBC），ヘモグロビン（Hb），ヘマトクリット（Ht），赤血球指数（MCV，

MCH，　MCHC），血小板（PLT）および白血球分画について測定した。他に貧血関連指標項目

として血清鉄（Fe），総鉄結合能（TIBC）およびフェリチンの測定を行った。　TIBCについて

はHb値12．Og／血液IOOme未満の学生を対象として不飽和鉄結合能（UIBC）を測定し，測定

値をもとに算出した。

（2）血清についての生化学検査

　被検者の血清スクリーニングについては，肝・腎機能を中心に酵素活性値，糖，脂質および

無機質成分等の変動に関する生化学検査に加えて，免疫化学的検査を行った。各々の測定項目

は以下のとおりである。

①酵素活性値AST（GOT），　ALT（GPT）

②代謝成分値総コレステロール（T－Cho），中性脂肪（TG），善玉コレステロール

　　　　　　　　　　（HDL－Cho），尿素窒素（BUN），血糖（BS），　Na，　K，　Cl，　Ca，

③免疫化学的検査B型肝炎抗原（HBs－Ag），風疹ウイルス抗体価（RV－HI）

（3）尿に関するスクリーニング検査

　ヒトの腎および尿路系は体液の水分量調節，体液滲透圧，pH調節および代謝産物の調節や

排泄など生命維持に重要な機能を荷っている。したがって血液の浄化の過程において排泄され

る尿の成分変化を検索することにより，非侵襲的に泌尿器系の健康状態を判定し得るという利

点がある。本稿においては尿試験紙法による半定量的測定および，異常所見を呈した検体につ

いて鏡検による尿沈渣の成分観察を行った。尿試験紙法および尿沈渣に関する検査項目は表1

のとおりである。
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表1　尿検査項目

検査擬
ウロピ，ノーゲン　肝障害

タンパク質　　泌尿器系障害

ブドウ糖　　糖代謝障害

潜血反応　　泌尿器系障害

血球系（赤血球）　　泌尿器系出血

　　　　（白血球）　　泌尿器系感染症

円柱系　　　　　　各種腎障害

上皮細胞系　　　　　泌尿器系障害

その他（細菌）　　泌尿器系感染症

｛4）判定基準

　上記（1）～（3）の検査項目に関する結果の判定は，共同研究施設の判定基準に準拠した。

4．測定結果および考察

川　血球成分

　平成7～8年度の2年間にわたる血球および血清成分についての測定結果は，表2～表3に

示したとおりである。全被検者の検体について，白血球数，白血球分画および血小板数には特

異的な異常は認められない。また骨髄球（My），後骨髄球（Me）等の幼若白血球および異型

リンパ球（A－Ly）も検出されなかった。この結果はすでに前報において報告したように平成

4～6年度にわたる過去3年間のスポット検査の傾向とよく一致する。赤血球成分については，

かなりの検体に明らかに貧血傾向を示す所見が認められたので，表に示した結果に基づきHb，

Ht，　RBC，赤血球像，赤血球指数，　Fe，　TIBCおよびフェリチン等の赤血球関連項目の測定値

に異常が認められた検体に関して，貧血の有無および貧血の種類について検討した。

　図1は今回の赤血球成分に関するスクリーニングに基づき，本学における貧血の実態をまと

めたものである。図から明らかなように，健常者群は全体の57．5％であり，潜在性鉄欠乏症群

　（Feの低下）17．5％，鉄欠乏症群（Fe，フェリチンの低下）12．5％，軽度の鉄欠乏性貧血群（Fe，

フェリチン，Hb，その他の指数の低下）12．5％の存在が推定される。一般に有経期の若い女

性の約半数は，自覚症状の有無にかかわらず鉄分の欠乏による貧血の可能性があるといわれて

いるが，今回の測定結果についても類似の傾向が認められた。

　表3は今回採血した40名の被検者の赤血球成分に関する測定結果の内，複数の項目について

明らかに健常領域から外れた8検体についての結果をまとめたものである。いずれもRBC値

は概ね健常領域内に収束しているが，Hb値については同世代の女性の限界値12g／de未満を示

す者が散見される。Ht，赤血球指数，　Fe，　TIBC，フェリチン等の鉄欠乏性貧血の指標となる

項目についても低値あるいは限界に近い数値を示すものが認められ，さらに赤血球像の観察結
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表2　血液成分等に関する検査結果 上段　1年次

下段　2年次
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果についても’低色素性貧血が疑われる検体が散見された。以上の結果より，表3に示した被検

者の多くに軽度の鉄欠乏性貧血またはその徴候を示すものの存在が推定される。

　平成7年度の測定検査において異常の認められたNo．15，　No．16，　No，36の3名については，

平成8年度（2年次）の再検査結果において若干の改善傾向が認められる。当該3名について

は検査終了後に被検者全員（40名）を対象に行った生活改善のアドバイスに基づき，その後1
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年間の食生活において，四群点数法に準じたバランス栄養食や鉄・たんぱく質・ビタミン類の

摂取にできるかぎり心がけたとの報告を受けている。事後の聞き取り調査について定量的な

データは得られていないため信患性には疑問が残るが，今回の研究結果は，若年女性の潜在性

ないしは軽度の鉄欠乏性貧血については食事改善を積極的に行うことにより十分に回復しうる

程度の領域に属するケースが多いことを示唆すると考えられる。一方，検査後の食生活におい
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表3　健常範囲をはずれた検体一覧

項目

BC Hb Ht MCV MCH CHC F・ IBC
RBC

フェ，チン
間診による ダイエット 鉄欠乏性

N●． 血液● る自覚症 経験の有 貧血の疑い

5
なし あリ

　’@’
w’◆・・巳”■

禦渓
D三二＿．

諺灘】．σ縞編

濠該晧 ≡　1≡繁 懇1 萎懸’
．繊蘂灘灘

F　　’　　’

ｿろ　．藻　・酉ぷ一碗w 誓． 　　’E『『ン 『轟認治 縫エ灘 懇．罐i㌫
6 L L L なし あリ あリ

｝㌔イ●‘“

窪弩

ﾃ冶音】⇔

籟蒙

ﾔ鍋福

髪一 シ『
E
彩
ざ
灘
ゴ
i
　
ン
，

諺，繍窯

ﾞ簸
　デ刀|

r　「

@，FD1

絃　　7

c

’「
窒e

「
橡

’i雀顔懸 鍵盤．
1
1 なし あリ

継
1：羅1顕己

難
一
古
「

［

　．難’〆　・霧・ 　李　　　－

k難　・ 「r

　一e　　　　　　　　／

f灘
》．　，

両1

【1． 灘灘塁
・繋難鑛鰭　　　11

ヒ ・返．4二議山．．
1
5 L L L L H なし あリ

　‘
D■■●●■●●’

．・・づ 戟w

l　　　．

「之狽う　’「

|雛㊥，訂びぷ

懇　宮
@　、
蜚

難難 灘懇i麟i難舞灘灘 ｝聯響蕪’孕z　灘ト⇔
@、’＾羨1 碗1：　1

・■．●　　　・’■・● 〆徽・，．㎡　“ぷ．． 魂●♂■●●　ゲ　　　　　　“ ●■●●●‘●　　■●●●亀■　“．“

1
6

L L L L H L なし あリ舞
、
i
－
　
・
“
．

艮‘ズFメ　『

A．箋綾・’

ﾒきぷ
ll盤

歪　　．　　　イ・

�?ｱ∴
灘li灘i．嘉’　蕊音．

鱗灘
難鞍罐灘逗灘 は差㌻

Dぷぷ．ン　】

灘灘る．・b笥口　　・．ン．ば吟

イ

．

・・．・　、◆■● ■・・　　■■、・■■
●■ら’●　　●●●●■■・．．恒・．．． ■．◎．・〆吟●■　　．●■．●．　s・．・・．

25 L L L L L H 低 L なし あリ あリ

　r
E　　一…　　　　■■

讐鐸ぶ＿．：1

鱗…繊鍵 遜禰

ﾟ輻5
D，“一・．㌔‘：●・

‘譲辮　・蜜．●　・〆■●　　　’、、〆

難盤　　・ ・麟難　　1ピ。∪聡．難騰　　　茜““ ．馨騨　．・‘　　　　・’

　　　’
氈氈E．．〆　．●ふ・・，・　　“．．．・

　あリ・◆■　　’・●　．・．　　．．　．　．…

、・　　・　　　　●■ ・．1‘・‘　　　・」 ・
・畜・ ．．・． ●ψ■’

28
なし

騰．イ．．．．．ぷ↓

鑓懸鍵継
E．」 p　　タ1「堰f藷灘，▲‘．ぶ“、“．．．． 1－u @’日．覧ﾘ●●‘●←、■’㊨直，■

簸
、‖錨騰．．頴品ぷ蕊己

憩鍵麟［
’鯉讐縣5〆．詫ξ脚．．．＾〆己⇔轟．

’ ∴あリ
・．．　　．　　φ ●●・　　・■’●●●

♂‘●■扇●●s、．■●◆心●●　　●．． ・．．．・ピ■．．◆■令■●■●’■■●●、・・

36 L L L L なし あリ

k劉’

@，P　　1F

《　．，・ c’

ﾕ
・
瀕
陽
　
F
・
　
1
‘

・ζ薄“i，

東p 麟灘 ぺ　〆「F　　6　　　、　　，

…購灘

鞭
懸
‘
． …雛灘 羅鷲

i’
wil；　’i　’・1幽 …1灘鑛　　没　・亭 川”騨オパ’がM・・　　文力　　　）　　　＄

捉『糊桝㍗I
@F　I　L　「

注D　L：低値　　H：高値　低：低色素性

＄．；　ff

2．5

i鍾欝繁；！竺ii；

正　常
5T．5％

図1　血液スクリーニングによる本学被検者群の貧血の実態

て特に留意しなかったNo．6，No．25の両被検者についてはデータ上の改善は見られない。また，

平成7年度に健常領域にあったNo．　5，　No．11，　No，28の3名については2年次に明らかに数値

の低下が認められる。被検者の測定値とダイエットとの関連については，表3に示したように

No．5，　No．6，　No．11，　No．25の4名が1年次の問診において「ダイエット経験あり」と回答
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しているが，その方法および実施時期等についての定量的データを把握していないため定かで

はない。

　若年女子層の貧血スクリーニングとその事後指導については経済・技術面において多くの問

題が存在するが，血球および血清検査値に異常を指摘された全ての被検者が，事前の問診の際

に自覚症状を示していないことを考え合わせると，今後さらに被検者数を増やし，複数年度に

わたる継続的な測定および栄養調査・指導を行う必要があるとの確信を深めた。

（2）肝・腎機能および免疫化学検査

　表4に示したように肝機能および腎機能については特記すべき異常所見を示したものはな

く，HBs抗原についても全員が陰性（一）であった。前報の130名の測定結果と合わせても，

本学女子学生の肝機能障害に関するリスクは極めて低いことが明らかとなった。

　脂質代謝に関する測定結果についてはNo．33の被検者に，1・2年次を通してT－Cohおよ

びTGに高値が認められた。同時期に測定した当該者のインピーダンス法による体脂肪率は

33．7％（1年次）・32．3％（2年次）であり，体格指数を示すBMI値は25．4（1年次）・25．9（2

年次）であったことから，肥満体質による高脂血症が懸念されたため現在，栄養指導を行って

いる。

　風疹抗体価についての結果は過去10年間の経年的動向に大きな変動は認められず，HI価の

平均値は128であり陰性率は5％の水準を維持したまま推移している。周知のように平成7年

に予防接種法が改正され，幼児期（12～90月）男女を対象とする生ワクチン接種が開始された。

この措置が，現在の学生（19～20才）と比較して将来の風疹抗体陽性率および力価（HI価）

にどのような影響を及ぼすかについて疫学的観点から，引き続きその動向を見極めて行きたい。

また近年，DNA解析による胎児の先天性風疹症候群（CRS）の診断法が確立し，その精度の

高さとCRSに起因する中絶の悲劇を減らす上で注目されている。しかしながらCRS予防のポ

イントが，妊娠前の十分な風疹免疫力の獲得にあるという事実に変わりはなく，風疹抗体価の

検定と検査結果に基づくCRS予防のための助言指導の必要性は高いと考えられる。なお，今

回の測定においてHI価8以下の2名については，いずれも採血時の問診において，風疹未罹

患者であり中学時に予防接種を受けていないことが判明していたため，医療機関でのワクチン

接種を勧奨した。2名とも接種後約1年を経過した再検査において，抗体価の上昇が認められ

た。（表4）

（3）尿　検　査

　前述のように血清腎機能検査における異常値は認められなかったが，試験紙法による尿検査

については全検体の約2％に尿タンパク陽性反応（＋），約5％に潜血陽性（＋）反応が検出

された。被検者の採尿に際して経血の影響を受けないよう予め日時を配慮したので，両反応陽

性者についてはさらに詳細なデータを得るため，定法どおり尿沈渣成分の精検を行った。検出
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表4　肝および腎機能等に関する血清検査結果
上段　1年次

下段　2年次

項　目

衷峵l
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された尿成分は赤血球（±～＋），白血球（±～＋），扁平上皮（＋～＋），良性移行上皮（±），

シュウ酸カルシウム結晶（一～＋）程度であり，重篤な腎疾患の指標となるような円柱成分や

悪性異型細胞は，尿沈渣からは検出されなかった。

　写真1－一　2に検査結果の顕微鏡写真例を示す。検査前に行った既往症についての問診結果と
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も照合したが，腎機能を損なうおそれのある重大な疾患は認められず，軽度の尿路感染症が疑

われるにとどまった。このように，とくに腎機能に異常が認められt4い検体についても，自覚

症状を伴わない軽度の膀胱炎，尿道炎等の尿路感染症に罹患しているケースが存在しうるので，

尿スクリーニング検査の際に尿沈査検鏡を課すことは，日常的な泌尿器系の健康管理の面から

有為であることを示唆するものと考える。
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おわりに

　平成7年～平成8年の2年間にわたり本学女子学生を対象として，血液および尿の経年的ス

リーニングを実施し，検査結果について検討した。

1．全検体とも白血球数，白血球分画および血小板数については，概ね健常値の範囲内に収束

　　し，特記すべき異常は認められなかった。

2．赤血球成分については被検者の17．5％に潜在性鉄欠乏症，12．5％に鉄欠乏症が見られ，さ

　　らに12．5％の検体に軽度の鉄欠乏性貧血の徴候が認めらた。

3．鉄欠乏性貧血の徴候を示した被検者のうち，1年次の検査後から自発的に食生活改善を試

　　みた者については，2年次の検査において貧血マーカー値に回復傾向が認められた。一方，

　　食生活に留意しなかった被検者については貧血マーカー値の改善が見られないか，あるい

　　は1年次において健常領域であったにもかかわらず2年次には軽度の鉄欠乏性貧血の徴候

　　を示す被検者が認められた。

4．肝機能および腎機能については異常所見は認められず，風疹抗体陰性率についても過去10

　　年来5％の水準で推移している。

5．試験紙法による尿スクリーニングおよび沈渣の鏡検により，自覚症状を伴わない軽度の尿

　　路感染症の存在が明らかとなった。

　以上の結果より，近い将来に妊娠や出産を控えた若い女性を対象として大学在学時に血液・

尿成分等のスクリーニングを実施し，併せて健康指導を行うことは，日常的に健康を管理し，

さらに健康意識の高揚をはかる上できわめて有為であると考えられる。

　稿を終えるにあたり，検査にご協力を賜った医療法人青山病院臨床検査室各位に深謝いたし

ます。
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